




○ 添付資料の目次 

 

１． 当四半期決算に関する定性的情報･･･････････････････････････････････････････２ 

(1)経営成績に関する説明･････････････････････････････････････････････････････２ 

(2)財政状態に関する説明･････････････････････････････････････････････････････３ 

(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明･･･････････････････････････････３ 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項･････････････････････････････････････４ 

  (1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動･･･････････････････････････４ 

  (2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用･･･････････････････････････４ 

  (3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示･････････････････････････４ 

  (4)追加情報･････････････････････････････････････････････････････････････････４ 

   

  ３．四半期連結財務諸表･･･････････････････････････････････････････････････････５ 

  (1)四半期連結貸借対照表･････････････････････････････････････････････････････５ 

  (2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書･････････････････････････７ 

    （四半期連結損益計算書）････････････････････････････････････････････････７ 

    （四半期連結包括利益計算書）････････････････････････････････････････････８ 

  (3)四半期連結財務諸表に関する注記事項･･･････････････････････････････････････９ 

   （継続企業の前提に関する注記）････････････････････････････････････････････９ 

   （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）･･････････････････････････９ 

   （セグメント情報等）･･････････････････････････････････････････････････････９ 

 

  ４．補足情報･････････････････････････････････････････････････････････････････10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山崎製パン㈱　(2212)　平成26年12月期　第３四半期決算短信

－ 1 －



１．当四半期決算に関する定性的情報 
(1)経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間（平成 26 年１月１日～平成 26 年９月 30 日）におけるわが国経済は、

４月の消費増税に伴う駆け込み需要の反動によって鉱工業生産が減少し、増税後に落ち込んだ個人

消費の回復が遅れるなど、景気は弱めの動きとなりました。 

当業界におきましては、４月１日の消費税率引上げに際し、日本パン公正取引協議会において消

費税の転嫁及び表示カルテルを結成し、消費税の円滑かつ適正な転嫁の確保に取り組みました。 

当第３四半期連結累計期間においては、お客様の低価格志向が続く中で販売競争が激化するととも

に、原材料価格の上昇や電気料金、燃料等のエネルギーコストの増加もあり、収益が圧迫される厳

しい経営環境となりました。 

このような情勢下にありまして、当社グループは、製品の品質向上に積極的に取り組み、キャン

ペーンを活用して主力製品の取扱拡大をはかるとともに、高品質・高付加価値製品の開発に取り組

むなど、市場動向に即応した部門別製品施策、営業戦略を推進しました。また、菓子パンを中心に

ヤマザキの売れ筋製品「厳撰 100 品」を重点的に拡販し、主力製品の売上構成比を高め、効率の良

い生産、販売、物流体制の構築をはかりました。 

デイリーヤマザキのコンビニエンスストア事業につきましては、「ヤマザキベストセレクション」

を中心に、当社グループの総力を挙げて、パン、和洋菓子等の価値ある製品の提供につとめるとと

もに、工場エリア毎に再編成したリージョンと各工場の営業部門が一体となって店舗の開発、運営

に取り組み、新業態の「ニューヤマザキデイリーストア」の店舗展開を推進しました。 

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は 7,313 億 20 百万円（対前年同期比

104.2％）、営業利益は 131 億 14 百万円（対前年同期比 106.2％）、経常利益は 141 億 89 百万円（対

前年同期比 105.7％）、四半期純利益は 88 億 43 百万円（対前年同期比 90.1％）となりました。一部

の連結子会社が加入しておりましたヤマザキ・サングループ厚生年金基金の代行部分返上に伴う特

別利益の計上がありましたが、前年同期において子会社合併に伴う法人税等の減少があったこと等

により、四半期純利益は減益となりました。 

 

セグメント別の状況 

 

＜食品事業＞ 

食品事業の主要製品別の売上状況は、次のとおりであります。 

①食パン部門（売上高 701 億 29 百万円、対前年同期比 100.6％） 

食パンは、主力の「ロイヤルブレッド」に４月から「ロイヤルブレッド山型」を投入して品揃

えを拡充するとともに、量販店において専用コーナーを設けるなど｢ロイヤルブレッド｣の売場づ

くりを推進しました。また、高品質・高付加価値の食パン「ヤマザキゴールドシリーズ」の取扱

拡大やキャンペーンを活用した主力製品の拡販など、品質訴求による販売強化をはかり、売上は

前年同期を上回りました。 

②菓子パン部門（売上高 2,513 億 47 百万円、対前年同期比 101.5％） 

菓子パンは、「厳撰 100 品」を拡販して主力製品の育成をはかるとともに、高品質・高付加価値

の「おいしい菓子パン」シリーズの取扱拡大を推進しました。新製品「ドーワッツ」シリーズが

売上を牽引してドーナツが大きく伸長するとともに、ペストリーが好調に推移し、堅調な売上と

なりました。 

③和菓子部門（売上高 493 億 97 百万円、対前年同期比 105.0％） 

和菓子は、串団子や大福、まんじゅうが好調に推移するとともに、７月にチーズを増量し風味

を向上した「北海道チーズ蒸しケーキ」の寄与もあり蒸しパンが好調に推移するなど、売上は伸

長しました。 

④洋菓子部門（売上高 886 億 90 百万円、対前年同期比 104.4％） 

洋菓子は、消費増税の影響により売上が伸び悩む中、販売競争が激化する厳しい状況となりま

したが、㈱不二家による㈱スイートガーデンの連結子会社化もあり、売上は前年同期を上回りま

した。 
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⑤調理パン・米飯類部門（売上高 1,037 億 34 百万円、対前年同期比 118.8％） 

調理パン・米飯類は、コンビニエンスストアチェーンとの取引が拡大したことに加え、前第４

四半期から新規連結した大徳食品㈱の麺類の売上増もあり、売上は大きく伸長しました。 

⑥製菓・米菓・その他商品類部門（売上高 1,139 億 22 百万円、対前年同期比 102.0％） 

製菓・米菓・その他商品類部門は、㈱不二家の中国事業が伸長するとともに、ヤマザキ・ナビ

スコ㈱や㈱東ハトのクラッカーとビスケットが好調に推移し、順調な売上となりました。 

以上の結果、食品事業の売上高は 6,772 億 21 百万円（対前年同期比 104.4％）、営業利益は 135

億 72 百万円（対前年同期比 112.1％）となりました。 

 

＜流通事業＞ 

デイリーヤマザキのコンビニエンスストア事業につきましては、小売市場においてコンビニエン

スストア店舗数が急激に増加し小型スーパー、ドラッグストアとの販売競争が激化する中で、消費

増税後のお客様の節約志向の高まりに加え、夏場の天候不順による飲料などの不振もあり、既存店

売上が低下する厳しい状況となりました。営業総収入は 471 億 87 百万円（対前年同期比 101.0％）

で、直営店の増加によって増収となりましたが、一方ではロイヤリティー収入の減少もあり、売上

向上対策等のコスト増を吸収することができず、営業損失は 18 億 75 百万円（前年同期は 11 億 43

百万円の営業損失）となりました。 

 

＜その他事業＞ 

その他事業につきましては、売上高は 69 億 11 百万円（対前年同期比 106.5％）、営業利益は 8 億

95 百万円（対前年同期比 92.6％）となりました。 

 

(2)財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末の資産合計は 6,391 億 13 百万円で、前連結会計年度末に対して 175

億 15 百万円減少しました。流動資産は 2,117 億 51 百万円で、受取手形及び売掛金の減少等により、

前連結会計年度末に対して 71 億 49 百万円減少しました。固定資産は 4,273 億 62 百万円で、繰延税

金資産の減少等により、前連結会計年度末に対して 103 億 66 百万円減少しました。負債合計は 3,586

億 43 百万円で、前連結会計年度末に対して退職給付引当金の減少等により 223 億 89 百万円減少し

ました。純資産は 2,804 億 70 百万円で、前連結会計年度末に対して利益剰余金の増加等により、48

億 73 百万円増加しました。 

  この結果、自己資本比率は 40.5％となりました。 

 

(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

今後の見通しといたしましては、わが国経済は政府の経済対策の下支えによって持ち直しに転じ

ることが期待されますが、実質可処分所得の減少によって個人消費の回復には時間を要するものと

思われます。 

当業界におきましては、お客様の低価格志向が続く中で販売競争が激化するとともに、乳製品な

どの輸入原材料価格の上昇、電気料金、燃料等のエネルギーコストおよび物流費の上昇もあり、厳

しい収益環境が続くことが予測されます。 

このような状況下にありまして、当社グループは、引き続き主力製品の品質向上と高品質・高付

加価値製品の開発に取り組み、部門別製品施策、営業戦略を推進してまいります。 

デイリーヤマザキのコンビニエンスストア事業につきましては、各工場との協力体制のもと、店

舗開発や直営店の運営を強化してまいります。商品面では、品質向上をはかった「ベストセレクシ

ョン弁当」の開発を推進するとともに、当社グループの価値ある製品の品揃えを充実強化してまい

ります。 

さらに、当社本社、工場また関係会社において小委員会による「なぜなぜ改善」と「２本立ての

５Ｓ」による業務改善に取り組み、内部管理体制の充実と業務の効率化をはかり、所期の目標達成

をめざして努力してまいります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 
(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 
 該当事項はありません。 
 
(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
 該当事項はありません。 
 
(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
 該当事項はありません。 
 
(4)追加情報 
（環境対策引当金） 
 当社グループで保管するポリ塩化ビフェニル(PCB)廃棄物の処理費用につきましては、発生時に費用
処理する方針でおりましたが、「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法施
行令の一部を改正する政令」に伴い、事業者によるポリ塩化ビフェニル廃棄物の処分期間が平成 39
年３月 31 日まで延長されたため、第１四半期連結会計期間より見込額を引当計上しております。 
これに伴い、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は 122 百万円減少しておりま

す。 
 
（法人税率の変更等による影響） 
 「所得税法等の一部を改正する法律」が平成 26 年３月 31 日に公布され、平成 26 年４月１日以後に
開始する連結会計年度から復興特別法人税が課されないこととなりました。これに伴い、当連結会計
年度の繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用した法定実効税率は、平成 27 年１月１日に開始す
る連結会計年度に解消が見込まれる一時差異について、前連結会計年度の 37.8％から 35.4％に変更さ
れております。 
 この税率変更により繰延税金資産の純額が 594 百万円減少し、当連結会計年度に費用計上された法
人税等が同額増加しております。 
 
（ヤマザキ・サングループ厚生年金基金の代行部分の返上） 
 当社の連結子会社の一部である㈱サンデリカほか８社が加入しておりましたヤマザキ・サングルー
プ厚生年金基金は、確定給付企業年金法に基づき、平成 26 年４月１日付で厚生労働大臣から厚生年金
基金の代行部分の過去分返上の認可を受けました。 
 これに伴い、連結子会社は「退職給付会計に関する実務指針（中間報告）」（日本公認会計士協会会
計制度委員会報告第 13 号）第 44－２項に基づき、当該認可の日において代行部分にかかる退職給付
債務の消滅およびこれに伴う損益を認識し、当第３四半期連結累計期間に 9,614 百万円を特別利益と
して計上しております。 
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(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                          （単位：百万円） 

報告セグメント            

 

食品事業 流通事業
その他 

事業 
計 

調整額 

(注)1 

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)2 

売 上 高 

 外部顧客への売上高 

 セグメント間の内部売上高 

 又は振替高 

        

648,390

    4,581

   46,727

    4,891

    6,490

   22,052

 701,609 

  31,525 

      － 

△31,525 

   701,609

        －

計   652,971    51,619    28,543  733,134 △31,525    701,609

セグメント利益又は損失（△）    12,106 △ 1,143       967   11,929      422     12,352

 （注）1 セグメント利益又は損失の調整額422百万円は、セグメント間取引の消去であります。 

    2 セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                          （単位：百万円） 

報告セグメント            

 

食品事業 流通事業
その他 

事業 
計 

調整額 

(注)1 

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)2 

売 上 高 

 外部顧客への売上高 

 セグメント間の内部売上高 

 又は振替高 

        

677,221

    3,275

   47,187

    4,994

    6,911

   21,150

 731,320 

  29,420 

      － 

△29,420 

   731,320

        －

計   680,497    52,181    28,062  760,740 △29,420    731,320

セグメント利益又は損失（△）    13,572 △ 1,875       895   12,592      522     13,114

 （注）1 セグメント利益又は損失の調整額522百万円は、セグメント間取引の消去であります。 

    2 セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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４．補足情報 

 

(1)連結販売実績 

                                            （単位：百万円） 

 

(2)主要子会社実績 

                                                                  （単位：百万円） 

売   上   高 営  業  利  益  

前第３四半期 当第３四半期 増 減 額 増 減 率 前第３四半期 当第３四半期 増 減 額 増 減 率

㈱不二家〈連結〉 

㈱サンデリカ 

ヤマザキ・ナビスコ㈱ 

㈱ヴィ・ド・フランス 

㈱東ハト 

64,904 

65,763 

25,586 

24,314 

18,051 

72,142

70,896

26,359

24,176

18,311

  7,238

  5,132

    772

△  138

260

11.2%

7.8 

 3.0 

△ 0.6 

1.4 

△   452

 880

1,373

 225

 936

△   866 

1,433 

1,672 

  349 

  698 

△ 413

553

299

123

△ 238

－%

62.8 

21.8 

54.6 

△25.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前第３四半期連結累計期間

（自 平成25年 1 月 1 日 

   至 平成25年 9 月30日) 

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成26年 1 月 1 日 

   至 平成26年 9 月30日) 

比 較 増 減 

 

 

セグメン

ト名称 
 

 

 

区    分 
 

 金  額 構 成 比 金  額 構 成 比 金  額 前年同期比

食 パ ン 
菓 子 パ ン 
和 菓 子 
洋 菓 子 
調理パン・米飯類 
製菓・米菓・その他商品類 

     69,697
    247,704
     47,052
     84,918
     87,326
    111,691

     9.9%
    35.3 
     6.7 
    12.1 
    12.5 
    15.9 

     70,129
    251,347
     49,397
     88,690
    103,734
    113,922

     9.6% 
    34.3 
     6.8 
    12.1 
    14.2 
    15.6 

     432
   3,643
   2,345
   3,771
  16,407
   2,230

   100.6%
101.5 

   105.0 
   104.4 
  118.8 
  102.0 

食品事業 

 
 
 
 

食 品 事 業 計     648,390     92.4     677,221     92.6   28,831    104.4 

流 通 事 業      46,727      6.7      47,187      6.5      459    101.0 

そ の 他 事 業       6,490      0.9       6,911      0.9      420    106.5 

合 計     701,609    100.0     731,320    100.0   29,711    104.2 
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(3)平成26年12月期第３四半期の単体業績（平成26年１月１日～平成26年９月30日） 
 

平成25年７月１日付で㈱デイリーヤマザキを吸収合併しましたので、平成25年12月期第３四半期の実績はデ
イリーヤマザキ事業の平成25年７月１日から平成25年９月30日までの実績を含んでおります。 

 
①単体経営成績                                     （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益

 

26年12月期第３四半期 

25年12月期第３四半期 

百万円 

   513,840 
 481,737 

％

6.7
2.8

百万円

   8,604
 8,809

％

△ 2.3
△27.1

百万円

  10,937
 11,260

％ 

△ 2.9 
△19.1 

百万円

 4,741
 5,786

％

△18.1
△31.8

 

②単体販売実績                                                           （単位：百万円） 

前第３四半期 
 (自 平成25年１月 １日 
   至 平成25年9月30日) 

当第３四半期 
 (自 平成26年１月 １日 
   至 平成26年9月30日) 

比 較 増 減 
              

        期  別 

 

 

 品 種 別 
金  額 構 成 比 金  額 構 成 比 金  額 前年同期比

  食 パ ン 
  菓 子 パ ン 
  和 菓 子 
  洋 菓 子 
  調理パン・米飯類 
  製菓・米菓・その他商品類 

      69,157 
     232,231 
      46,870 
      60,111 
      27,610 
      28,933 

      14.4%
      48.2 
       9.7 
      12.5 
       5.7 
       6.0 

       69,503 
      235,391 
       48,907 
       59,070 
       25,762 
       27,385 

      13.5% 
      45.8 
       9.5 
      11.5 
       5.0 
       5.3 

      346
3,159

    2,036
△  1,041
△  1,847
△  1,548

100.5%
   101.4 
   104.3 
    98.3 
    93.3 
    94.6 

  小 計      464,915       96.5       466,020       90.6 1,104    100.2 
  デイリーヤマザキ事業       18,677        3.9        52,181       10.2    33,504    279.4 

  内 部 消 去   △   1,854    △  0.4   △    4,361  △    0.8 △  2,506       － 

合 計      481,737      100.0       513,840      100.0    32,102    106.7 
 

③単体営業利益増減の内訳                                               （単位：百万円） 

平成 25 年  平成 26 年   

第３四半期 ％ 第３四半期 ％ 
増減額 

増減率

(%) 

営業利益       

 山崎製パン（デイリーヤマザキ事業を除く）    8,858 1.9   10,480 2.2 1,621 18.3

 デイリーヤマザキ事業 △  48 △ 0.3  △1,875 △ 3.6 △1,827     －

合      計    8,809    1.8    8,604    1.7 △  205 △ 2.3

 

＜山崎製パン（デイリーヤマザキ事業を除く）増減内訳＞                  （単位：百万円） 
平成 25 年  平成 26 年   

第３四半期 ％ 第３四半期 ％ 
増減額 

増減率

(%) 
営業利益増減要因 

売上総利益 144,272 31.0 147,071 31.6 2,798  1.9 売上高の増加    21億円

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

原材料費の減少   10億円
労務費の増加  ▲ 3億円
経費の増加   ▲ 11億円
償却費の減少    6億円
その他       5億円

販売費及び一般管理費 
 

135,414 
 

  29.1
 

136,591 
 

  29.3
 

1,176
 

 0.9 
 

人件費の減少     3億円
経費の増加   ▲ 14億円

       償却費の増加  ▲ 1億円

 （注）「営業利益増減要因」欄で▲は営業利益のマイナス影響を表しています。 
    「％」欄は山崎製パン（デイリーヤマザキ事業を除く）の売上高に対する比率を記載しています。 
 

④単体財政状態 
 総 資 産 純 資 産 

 

26年12月期第３四半期 

25年12月期 

百万円

      482,670 
      494,329 

百万円

     239,097 
     237,993 

（注）単体業績数値は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー対象で
はありません。 
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